
鹿晩の窺筑には特に唱象し、飼料蟄求牽、肥育温良、内電導凰肉終薄板の  

高い閑吸の造成に許断るか墾があろろ  

5、ブロイラー飼養晩翠改定のための飼養試験  

殿内正芳、浄水日月良、神崎全ニ、る倉滝叫   

臼 的、 ブロイデーの飼養について亀敬白負お、よび一可消化痘外絡整う軽  

堂に増減した飼料左給与し賠底亜、餌轡効率にボよぼ－可号ケ婁をそミ  

討し、低量台覧ヒす消化番外絶景の箆速乾各軸合を嘉一へニュん   

方 淡、 峡試灘  W〔ごXNH  7恒l∫レ〃弐弓  

試練如拘 束J回 昭和ゴ冒韓？目よ已－－一 ＝R＝ら矢て  

第よ凰 昭和j9年7Fjもヨー J胃／≠・、ヨ諷「≡  

の各マ／β艶勘  

歓 験 区 及 び 給 与 鴇 嘲  

／∂0   CP一丁DN   ぐP／〆 一丁DN左官   CP／正一1‾DN′7、～   

よ  コロー£冨   ／4 一  ′7S’   ／占 －－  

ノム ー  占  ／ム ー  ？♀  

区分   羽敬   牛汲まで   

鮪7桓1∫退から勺キ挿  芋▲‘1匝巨；箋＝＼Jうノ‾こ・雪間   

¢  ／ぎ ー－ ′描   ／ム ー  ブ琴   

与‾  ′才 一〟－  －7胃   ／ぎ ー  ク■3  

鈴与方法は玲館にて7日年回給与し木蹄に自由責‡K三社、ぬ軋 ブリ＼ソト  

琴玖給与Lなかつそ。   

供申考雛祭は解明よ【jよ温まで奴バスケ“′ト7、、ルダ、－温漁・軒低利、ミ，追∴  

り隼温までバスケ、ソトデノしダー温液なし僅臥 左道より／0過までや施ナーーt  

を使拝した。   

無埜項目 希求率、佐匿、飼料横取最、飼料碧玉率、路疎外■領頻管簑  

各喜乳酪に測定言行夜い、払市〔各貯駄鰊終了後鼠ももの密膏牒iソト  

まま細碑して、水分、醒肺、窒素に′ついて虹鼠した。   

淡檎虚礼  

塞7回 〔り 試王穣省線温  

ム週までは各区共に畷諷であったが、7週以降尻＼ソ＼／キ、隆臥 幣1司更；   

で舞死又官ミ淘汰した外にコリザー破産状瑞ボ7羽寒色した邪淫療刀遅澤∴   

癒し発酎こ広大き定離響は意かった。  

一月」   



（ス）   月で  線  

試 験 区  よ   曳   《   タ   

飼  料 組  成－   ／〟一占旨  ／¢－7ぎ   ／ムーワぎ   ／旨一占旨   ノキーワざ   

J⊥   組  他  喜   J∫ 伊   ∫∫   j∫   ∫∫   J∫   

l  

温  終  体  重   ∫占／ 曾   J7ウ   か拍   J占0  J‘よ  

令  羽  敗   ／川 羽   ／∂ク   ／♂ク   ／β∂  ／ク♂  

言迫鳴殊更  一 斉   J占∫   ／0  Jムg  J占∫   封昔  

終 低 量  ノダ∠よ管  ／¢／／  トーーー  ／占／J  ノ∫′9  ■  

∫週始羽数   ノのフ  笥  ／クd  ／♂β  ／♂β   温  ／∂β  

終 鶉 敬   デぎ  

や  j区忘／〃ぴ  福一瑠  9？  グ冒 ′∫7g」       増・他 車  ノ¢よワ＝曾  ノ∂ク占  

有  家  差   表  

一⊇  き   …  享   ∫‾   

ロ            天  ノ勘悠  ／イ′／  ／占′∫  ／∫′9  ′＃9£   ±よ¢占  ±／79  士よよ／  けよg夏  ±よぎ∫   

琴攻 恕   二」   
「  壌敦   永楽  …次女  

攻   永   永   

t  

※ 永沢  ミ  
． ベ   

l  

H ‡  

g  

／β週末の他車は／％：タ％  

で有意塞が観めろれ、C pの  

合壁藍（／4：ノ旨）の効果は謎  

められたがTDNの謹による  

効果及び、相互効果は包・めら札  

夜かった賦、ノ占－7旨飼料虻  

良かった〃   

－．イβトー・  



q80／わ りゴQk〉ひ・  
頃      巧ふハ＝トもKサト  
℡ヽむ〉／わ欠〉ヒ＼恥Q㌧恥  
ヤ 巧 ぺ 叩   

hレ＝○》＼－D＼竹  
田     句ヾ巨ヰべト0ベトQ》  
JYO＼＼0でト8？て ＼℃  
≠  う  代＼句＼   

モ）で〉もL くゝ鋏7 て「Y ¶も  

′乃        Qくゝ免〉 Qhっも ′り で  

、櫨 ＼tヽ ＼ト・＼も ＼  
≠  勺  用  句   

qミキ》∩γhく）代℡  
／て     － 、         － 、■比■  
Qqト》q＼ひ、て〉ウ〉て  
≠ 勺 用＼づ＼  

ふ  

／わQ＼」）く卜モー く／り＼  
≠ 句 り＼う＼   

風－ ′隠   

植 樹 粟 ′鴬  
貰叔螢慮讐ぼ警慮  
一‾、   ・－・   ＝：、   ●一－  

・沌 一咤  ▲1 ⊥も  
聖楽覿浮草控頼碧  
陛                                 厨  叫  怒  叫   
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C Pの同一の場合は■TDNの高い方嶺■少宜く．TDN土ゞ同→の親告洩已P  

の低い方餌多かった拭j区休最も多かっだ。  

飼  料  費  

卓   仏   

放  当  艶  凧  享よ円笑㌻  《占、∫0   皐∫，よ∫   ∫ぎ、∫β   牛玖扇r   

∫温玖簡J羽当  

句 利 費  ノク∫．9∫  

餌 付 玖 降       コロ占．コ冨   

㌻過以降  ／享ゴ．7∫  ノワ∠．占占  ／dO、ブラ  ／4、タ、ク叉  

／ぷ夢．∂．号   

タ過玖降   ／∂∫、j  ／♂ク  ノよ／、9  
尭 
敬  ／／ヲ、／  ／ク∂  ／／ワ、声  「W－  ‾）      ∫  幼姓                               ／‘g、ク7  ／9く∠、《ク        ■／＃、9、∋   ／9《、≠者  Jj∫、J舌   
飼料象は飼料郵政Y同一喉次で、憩室増株に要した飼料談招バ、払∴  

∫、よ区の咽でTDNの高い飼潮力て飼料堅は少量で祈ったカミ、飼料費抵烏牒  

で萌った。  

屠殿御紘戚練   

雌雄各4羽の平均で区の平杓体温に迫臥叫硯払より嫡出した。  

第；l恒   

（丁）軟 験 の 級 ミ臥   

餌付后よ日8笥官に夜向の急冷にわぎわいこ九て死亡馳左出したがよ  

週以降虻魔女順庵lて在った。 よ過l久降の各区にギける死亡又は淘汰紬  

は蘭学々骨折塞による事故死である。  

一石ヱー   



（よ）  万石  線  

試 験 区  ‾）   き   ¢   ∫   

飼 料  絶  好  ノ率ニー プせ   ／∠－占ぎ   ／占 －クせ   ノ∠－ク♂   ／ダー7、ラ   

虹l   初  体、 更   ∫言   ∫∫   J∫   j∫   j占   

週   念冬 他  車   ∫ク／   J∫‘   タグC   音♂9   きタせ   

令   羽  散   7∫   牙7   ♂／   9ノ   ぞぎ  

5諷法線更   タ∫J   よrj   葺∫5   ヱ∫タ   3fj  

怠冬 佑  隻  ／∫JJ士／～久′  ／ご〃7土／7C」旨  ／＆け±′ムβ、9  ・′山ば±′卸申批土／井占  
∫週絵三戸敗   才4   郎∠   †⊥   

終 朝 敵   才J   ぎよ   タJ  ダ互   斤夏  

着く∠  

／∫ノよ  ノ∫‘∫  ／… ′／∫｛イ∫  

i増・昧鼠 冊無料   

／＃タP  

ヒ」た指数   ガ、7  ヲJ、∠   E／♂♂   ノ′′：ユノ1… 什7憂   ガ、7   ヲJ、∠   ／♂♂   ノJ′：J、ノ1   

∂丘、   ヤニ   責⊃、∋   J区議／∂J   l        育 成 率      田    経 絡体、更．  ′7コ／土宛∫  ′坪～土′ク絹  ／堪ク士′押、7  ′ワ玄ア土′↑≠  雌．絡体透  ／J《∫土／お、冒  ′J9／土／∠エ♂  ′《か±／叔よ  ／f（・J＋′∫ヲ   
7区衷攻一・衷  ／じ長．  

顎 医 患  
ユ区  永   潔来 校  

町臥≡ではゴEヒ7区が同壌でよ、4、£区の恨て5週給巾もこ軋敬呈杓一に  

した。 ノ0週末の蛭の妹蚤lま有意茎ボ払蔚られなかったカ＝造でトス萄定盤ボ  

誌めら九た，ノ占－クゴより良好であった刀はTDNF）患いノ上うー乃てモ〔遮坑虜  

つ已。 TDNが7ニラでビPわく／4と／ムでは／£嘉一良く、／≠ヒ／gで且′・冒±ごく曳く、／占ヒ  

／ぎでは／るが貞かった。 CPプ演／ちでTDN林紹∵乃′ワざではTDNげ貴い琶灸  

かっE。  
飼 料 の 礪 庶 置 ヒ 象 嘉 率  

「  ケ‘ヽ   き   

指  数   ／ク♂、∫   ／♂よ、7   ノ（7♂   9含J   

餌付ユリ茶旅蚤・   亘占占占   ダーク7〔）   ¢‘¢ふ   4占／β   ∫ 1            ヰ∫冒g             9ぎ、旨   
タ温より板東量   J9 占／   斗√耳J   d9J⊇   J9／5   丘ぎ97   

慮  数   ／∂ノ、β   ／クゲ、／   ノ♂ク   99、官   ク玖〆   

錮‘付より要求率   d／よ旨   且／占仕   よグクク   ユキ写¢   ス9グ．ス   

指  敬   ／ク、タ、3   ／♂占二言   ′ク♂   タグ／   ノ♂∂、／   

タ廻より嚢射奉   d享／き   J、ゲよ旨   、♪、／¢8   且βづ盲   ユノぎゼ   

指  数   ／♂デ、9   ′／♂、せ   ／♂β   タ尻j   ／ぐよ．∂  



横罫畢杖CP、TDNの蔦い区が少放く、／昌一クJ毒中心YしてCp又TDト1  

瑚、低いと鍵如し高いと減少した。   

飼料要求盤は亡Pブ∫／占でTDN水軍在る境合は高い市郎■良く、TDN償7、∋  

て已P賊一翼在る慌合は／占が良かった。  

樹－  警ミ禁  q亡、b 咋仁q∴欠  
‡  

－ぼ  

駄  
？q∵℃  「「ヽ  
√ペ  ′り′り／り  

旧  
・■℃、くX ・、8Q（b  q†て仁、  

旬q、叫  
叶  

等斗、斗  

選  
e＼わ¢0  

墓  

褒  寸ヽ810 ＼＼＼  ㌣用 ＼＼＼  

灘  む、q＼専 ＼ヨ、玩）   ミ§箋  
管ち畏  【〉○仁＼00 反）くヽ：斗   
Q O＼¢、   ＼  、  ＼   笥ざミ   Q、｛〉（〉○ 十十十  儲  旬r葛ペ   一寸ノち一づ  ′キイ巧   〃フ ′り勺   句ペイ   ペ勺づ   

軸   晋詔で  1り Qり   トトtて   ＼ 血：）○   
○、》代   、｛）  

》斗寸  ′り寸・○）  寸l〃号  ち寺号  

撃  圏  苫ま詔   
00¶1∩  

一禦  、 ＼ ＼   ＼、ヽ ＼  ′わ恥・ヽ○   草悪罵  
笥慧ヒ   qe、叫 、0／Yq＼   
／わ＼勺 h   ＼＼＼  

慮ト   篭竜軍  
騨  メイ  ＋十十  

響  
a：）ノh＼0  

〃）Q＼＼Q  

lり／わQ＼  
寺  

潔  ′わ箋・〃）  

淑 こ瞳  
＼Qb＼  

憂警  ケ）、心1も ＼ヽヽヽ 
e¢  

】   
00  ▲  

（ュ  仁＼  ′り            e、  －0   

田 ・下卑 竃  叶わ若  叶¢賢  山蠣  叶む露  山裾  皇叶わ雷  

嘗 鞘   七二、 厨J6   習完   巨言   密ニ 吋刃   ’ヒ＝丁 嚢ペ   弱毒  

ーJ単一   



ゼ笥  御  領  

軟  除  区  ／  j   j   く∠   ∫   妬艶  

Jワ㌔（声              JK争 当 艶．価    せ占、∫0  j9、∫∂  ∫′∫βノ  ★J、十r  ＃／、クク   

∫遡臥降7羽当飼料費   ノ＃‘、∫J  ／《冴．9∫  ／∫ゼ、9／  よク♂、99  ／占7∠r   

飾 付 以 降   ／7∫、＃g  ／ケ7／∫  ′gゼ、ダ《  コよ9．∫9  ′／ヲ∫、9夏   

日管 増  ∫王室＝久降  ／よ占、よぎ  ／よ∫，／々  ノよゼ、J∫  ノ∫ク」ほ  ．／j7．び占  

体要飼料象  懲杓以降  ／′タ、∫／  ノ／丘．タ∫  ／／よ、宥∠  ／ふク、長束  ／dj、ヲ∫   l  

∫王室は隆  ′ク人占  ′♂♂、占  ／♂〝   ／よ占、∫  ．／／ク、▼⊇   
†1  

詣 動こ  
餌付以降  ／∂ク、占  ／ク♂、∫  ／ク♂   ノよ八占  ／¢まざ  

CPが／占の囁合はTPNワjをヰ心ヒ←て上下共に憎狂し、TC・㌢＼慣悪書  

の罵合C P浦島い檻高栖であった。 ニれは已P、T●D町甘養什鞍準歴埠  

上がるためで、低いと項欺畳採増匝するた約である。  

屠 殺 篠 路 成 銀  

地建各3羽の平内佃で、生抜憂は区の平内価に温保包ものより抽出し仁。  

ロ  ム  ／タ4ワ9  ′α9／官  卵♂  ′ ′・  7言争  ㌔  ノ♂  jg昏  ム占9き  縄㌔   十  羽数  生体  屠肱垂  RTC  歩留  可食内  肝  心  紡胃  楯向直  醇肩                           コ  占  ／g与0  ／¢ケβ  9；～皮  ∫え占  訝0  タ∫  〃  J∫    宰コ、左   
き  ム  ／与占7  ′≠99  ヲ畠9  ‘′曾   汐よ  jき  四  ∫旨    牛∫、ヲ   
田  ら  ／占牛．i  ／∫ク牛  ク8／  占／、0   ∂9  タ7  ／ヱ  J9    牛ユぎ   

∫  ム  ／£0ヲ  ′タコ7  ／βク占  Jよ∫  7g  Jヰ  田  J《  ク⊇コ  

る倶ノ∫％  

イ《、g  

占7、〝  

基ち、弘二   

‥         ・  

栗  釣  

魚円程と車間腫の一代雑観のニューノ＼ン7。シヤー鵬七色色コオニ、ソシュ雄i  

の交配鮭における、C pYTDNの遮7k準左求やるた裾ニ¢週までC P二～ロ  

ーTDN£官の飼料を鈴与し、∫週よりそれぞれルーム官′ ノ牛－グa′／占一  

クJ′／旨一乙冒ノ／ぎー7ぎを第7回目試験に鈴与し、茶ユ同日敦級に扶、  

／4－73，′£－ム冨′ ′ムー7j′／占－7官′／冨－クjの五嵐観の飼料差繰与し、  

蚤育、隆落檻、CP、TDNの効果を諭重した。   

（一丁） 者 育   

（イ） TDN乞とPの東條については己Pボ高い打群発首のよいこと  

水、／％∫％で有患姜林、短．のろ九た。  

Ig∫－   



TDNY（Pの相互瑚梁は馳酌ら九急かった。 TDNを一恵にした寓  

合TDN占冒でe Pを／ダー／すで也鼻が観めりれ八丁DN7gでd p／4－  

／診では／％∫％で塞が弛められ／ぎの方が■良かった。 C Pを一色ほし  

だ保谷CP／とでTDN妄占冒－クg、ビP／■冒でTDN占ぎーワぎでいで九も  

藍採熟めら九玖かったク CP／占TDNウj飼料は他れ飼料上り良く7％  

∫％で差ば詠めゎれた．   

沖二回駄除ではとPが／る でTDNか、る冒、乙りヾ・でlま高い方寸バ、よく、ワき  

て7冒でも高い有水、良く、C pか＝司（ならは、十PNの害い吾が良いY衰え  

る。TDNが、7jでCPやて′堤Y′冒で11ぐPの高い盲ボ良く、′＃Y′るで  

も轟い方状良いが／ムヒ／冒で】ま／ら打良わヽつたボ宿恵の差では放かった。  
TDNが同→女らば、ぁる飯障（／占）までⅠま発育11曳いベモれ〉人上に多くし  

て％発育は貞くならなかった。   

J区は他の区より革く、∫％ ノ％で象力ゞ熟められ、よ区は7区より良く、  

他の区より急かった． せ怪は仏区以外の区よりも良く、斗区は他の絶て   

の区よりもよく、∫区は7区、ユ区より大きく、J区、＃区より小さ加つ   

だ．   

（ロ）育成率についてlま各飼料による菱は恋いと思われる。   

（よ）セ司御撰扱者ヒ飼料費求率   

C P償一恵の爆合はTDNの高い方が、横瀬蔓プノミ、少菰く、TDN雅→恵乃  

梅谷はどPば高い方状少なかった。／占－クJ霊中心ヒしてこれよリC P、  

TDN採低いと磨如し、高いと減現した。 沖7回召試験の壊合は／占－  

クJが他の¢区よIjも横寂暴状多かった。   

解職受水奉はdpの“恵の場合はTDNの高い肯が良く、TDNわい 

の場合はd pの高い方が良かった。／ムーヴ3はノ冨－ワg′／る一閃よりも温く  

他の区より貞加った．   

（j）鮭 洛 睦  

（イ）飼料費はC Pのへ定の場合はTDNの蒔い汚が又TDN丸い定の聴  

合はC Pの高い育ボ高価であつだ。 寛一回目試験で杖／ムー73はT  

DNの高い区より女ぐこ 低いヰ区よりも高相で牒汗、第二回目覿験で  

はCP餌一定の場合TDN78妄中心にして上下共に多かつだ∴  

（ロ）仁旺僧体に要した飼料費はC pの一恵の鳥令はTDNの高い方ボ又  

TDNイオ一定の短命はd Pの高い方ボ砥格は轟く猛った。 ノムーヴ∂左  

や心にして上下兵！こ多かった。  

－‘J－   



（単） 鼻 猿 簡 榛 祓 絶   

RTC、清肉、アロイラーサ留は共E大里ぼ汰桁ら机ず、欣求命令萌で   

払TD Nの高い区林、粗鴨輪状多い壌ではあったゎてC p、TDNの東達に   

ガいて一定の傾向林、邑ろ札急かった。  

以上のこ回の祓繕に訴、いて農高lて削lて葛沖→固ヒカニ司の何に骨頂   

してし、る面も禿るかにPノるJDNク3の飼料はよ包共に発育も良く、経清   

鳩ヒしての思索生産飼料費の安・価であ毒こと専を絶命してこのC pヒ「‾■   

ロNの配合割合の伺料左穂塗伺粁ヒして権勢しても良いと見えろ礼る。  

友ぢ水試聴に酎隠して行罷った地紋的飼料試食観姿終幕は次乃ようで   

ある。  

品名 館外  力く  命   粗膵鴫   粗壁畠貿   粗緻碓   粗取合   熱望索堀   

裸麦  乾板   ／j、∫0   よ．コ0   ′J、4ク   る・7っ1   息《β   占C、7∂   

々   仕上   ／〟、5■ぴ   扁，7β   ノよ、占占   〃、方よ   人去ら   烏7、9々   

大麦  寵楓   ／J、7き   J、／《   乳ノ曾   ／卒、与8   ム、∫場   ∫j．♂き   

○   中破   ′ヰ、♂¢   ムプ音   ′ケ、／互   才、∫冴   4、《／   ＃え∫9   

仕上   ′d、♂¢   よ舌j   ．′∂、jせ   ／、よ苫   慮《♂   ‘α．／g   

冒、∫／   7《／   〃占、J正   

仕上   ′よ、∫0   ノ／、葺旨   ′β、£9   久′乙   7宥ク   ∫ま《∂   

ヒ隻づし賛意横   ／曳、〃β   j」鳩   ／j、甘／   ′卒、∫ム   ∠、《／   銅、写と   

仕上   ／よま7   よ《0   負乙／   ／、／／   ／、7／   7（1、牙〃   

玄米  

〃  

寵眼   ′q⊇⊇   

′ゼ、Jr   

′ク、き古   

ノ々、るダ  

ノ占、掌／   エる9   ゲ、コぴ   ∫占、∂β   

恵試験突施に嫁して．徳武舟の食滞、句閏の乾朴も喝査察lこ御協力左應わ  

った、東京都経常試験港鈴木昔枝輌に深く感謝の喪主表します。   

ケージ簡単にあ、ける飼料の型状の相異が、産卵漁況、飼料観取堅に及ぼ  

す影響に掬する試験  

穀内正芳  清水用兵  

弼峰食二  名食牒ナ   

ナージとゆう特殊の環免内にあって域飼料の摂取量に影響左臥ぼ、しひい  

ては産卵状況にも影響吉良ほ・すと思わ九あのでこれにつしlて知なべく喪触  

した。  

ー∠アー   


